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Cefluprenamの 外科領 域 におけ る使 用経験

山本 滋 ・鈴木 敬

山口大学医学部第二外科*

新 しく開発 された広い抗菌 スペ ク トルをもつセファロスポ リン系抗生物質cefluprenamを 胆管炎2

例,腹 腔内膿瘍2例,創 感染2例 の合計6例 に1日2回,計29を5～7日 間にわた り点滴静注 し臨床的

検討 を行った。臨床効果は有効1例,や や有効2例,無 効3例 で有効以上の改善率は6例 中1例 であっ

た。副作用その他肝機能などの臨床検査値において特記すべ き異常は認め られなかった。
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グラム陽性 菌お よび グラム陰性菌 に対 して広 範囲 な抗

菌 スペ ク トル を有 し,特 に グラム陽 性菌 でStaphylococ-

cus aureuSやEnterococcus faecalisに 対 し十分 な抗 菌

力 を 持 ち な が ら,ブ ド ウ 糖 非 醗 酵 菌 で あ る

Pseudomonasaeruginosaお よ びAcinetobacter cal-

coaceticusや 第3世 代 セ フェム に高度耐 性 を示 すEnter-

obacterお よ びCitrobacterに 対 して優 れ た抗 菌 力 を持

っ1,2),cefluprenam(CFLP)を 外 科領域 におけ る感染症

に投与 し,そ の臨床効果 を検討 したの で報告 す る。

対象は平成4年7月 か ら平成5年3月 までの間 に山 口

大学第二外 科 に入院 した感 染症6例 で年 齢 は44歳 か ら

79歳 に わ た り,男 性4例,女 性2例 で あった。感染症 の

内訳 は,閉 塞性 黄疸 を伴 う胆管炎2例(胃 癌再 発お よび

膵癌),腹 腔 内膿瘍2例(胃 全摘 お よび結 腸部分 切 除術

後),創 感染2例(骨 盤 内臓全 摘お よび小 腸部分切 除術 後)

の 計6例 であった。

投 与方法 は各例 と も1回1gを 生 食100mlに 溶 解 し,

1日2回,朝 夕点滴静注 した。投与 日数 は5～7日 間で あ

った。

本剤 の使 用前に検 出 された菌種 は,グ ラム陽性菌 では

E.faecalis,Lactobacillus各1株,グ ラム陰性菌 ではP.

aeruginosa 3株,Proteusvulgaris 1株 の合 計6株 であっ

た。

臨床効果 は熱型,白 血球数 起 炎菌の消長,腹 部所見

Table 1.Clinical effect of cefluprenam

CDZM:cefodizime,CZON:cefuzonam,IPM/CS:imipenem/cilastatin,CAZ:ceftazidime,VCM:vancomycin,FMOX:flomoxef

* 〒755山 口県宇 部市大字小 串1144



392 日 本 化 学 療 法 学 会 雑 誌 NOV.1995

自覚 症 状 な どよ り総 合的に判定 し,有 効1例,や や 有効

2例,無 効3例 で有効率 は1/6で あ った(Table 1)。

全 例 臨床症状 を呈 す るよ うな副作 用は認め られなか っ

た。 また本剤使用前 後で副作用 お よび臨床検査値 の異常

変動 は認め られ なか った。

CFLPは 新 しい注射用抗生物質 であ り,黄 色 ブ ドウ球

菌 を含む グラム陽性 菌か ら緑膿菌 を含む グラム陰性 菌 ま

で広 範囲 な抗菌 スペ ク トル を有 し,殺 菌的に作用 す る。

特 に グラム陽性菌 の うちE.faecalisに 対 しセ フ ァロ ス

ポ リン系抗生物質 の中で最 も強 い抗 菌力 を示 し,ペ ニ シ

リン系抗生物質 と同等で ある。 また,第 三世代 セフェム

に高度 耐性 を示 すEnterobacterやCitrobacter,更 に ブ

ドウ糖 非醗 酵菌 で あ るP.aeruginosaお よ びA.calco-

aceticusに 対 し優 れた抗菌力 を有 し,各 種 細菌産生 の β-

lactamaseに 安 定でかつ結合親和性 が極め て小 さい。本

剤 の静注時の血 中半 減期 は約1.9時 間 で,投 与後24時 間

の うち活性 体 の まま93%が 回収 され るこ とが知 られ て

い る1～3)。本 剤 は既 に毒 性試験や薬理 試験に よって安全性

が確 かめ られ,臨 床 的に その有用性 が期待 され てい る。

今 回,わ れ われは6例 に使用 したが,本 剤使用前 に起

炎 菌 を分 離 し得 た症 例 は5例 で,検 出 菌 はP.aer-

uginosa 3株,E.faecals 1株,Lactobacillus sp.1株,

P.vulgaris 1株 で あ ったが,本 剤5～7日 間,10～14gの

投 与に よ り,Efaecalis,Lactobacillus sp.の2株 は消失

したものの,P.vulgaris 1株,P.aeruginosa 3株 中1株

で菌量減少が見られるに過 ぎなかった。すなわち細菌学

的には2/6の 消失率であった。

臨床的には有効例は1例 のみであったが,進 行癌 を基

礎疾患に有する症例が6例 中4例 と,全 身状態の不良な

症例が多かった。

今回の検討においては,症 例数が6例 と少な く,副 作

用ならびに臨床検査値異常は全 く認められなかったもの

の総合的な有用性 を評価するには至 らなかった。 しか し,

本剤はグラム陽性菌からグラム陰性菌にかけて広範囲な

抗菌スペ ク トル と強い抗菌力を有す ること,各 組織への

移行性が良好なこと,腹 腔内滲出液,胆 汁などへ良好に

移行することか ら3),今 後さらに症例数を重ねて臨床的

有効性,安 全性について評価すべ き薬剤であると言える。
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Clinical evaluation of cefluprenam in the field of surgery

Shigeru Yamamoto and Takashi Suzuki

Department of Surgery II,School of Medicine,Yamaguchi University

1144 Kogushi,Ube City 755,Japan

Cefluprenam(CFLP),one of the new cephalosporin antibiotics,was administered by intravenous injection
at a daily dose of 2g,to 6 patients,consisting of 2 cases of cholangitis,2 cases of intraabdominal abscess
and 2 cases of wound infection.The clinical efficacy of CFLP was good in 1 patient ,fair in 2 and poor in
3.Overall efficacy rate was 1/6.No adverse drug reactions or abnormalities in laboratory findings were
observed.


